
除
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

当
Ｊ
Ａ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
水
稲
用

除
草
剤
「
コ
メ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

移
植
５
日
後
か
ら
散
布
す
る
。
除
草
剤

散
布
時
は
５
㎝
以
上
の
深
水
と
し
、
水

田
全
体
に
広
が
る
よ
う
に
散
布
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
散
布
後
は
７
日

間
入
水
・
落
水
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
。
し
か
し
、
田
面
が
見
え
る
よ
う
な

初
期
の
雑
草
防
除
に
つ
い
て

水
稲
用
除
草
剤
を
上
手
に
効
か
せ
よ
う

「
青
天
の
霹
靂
」
の
栽
培
要
領
に
お

い
て
、
農
薬
成
分
は
10
成
分
ま
で
が
限

度
と
な
っ
て
お
り
、
カ
メ
ム
シ
防
除
の

実
施
に
あ
た
っ
て
中
干
し
時
期
の
「
バ

サ
グ
ラ
ン
」
又
は
「
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
」

は
使
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
初
期
防

水

識
知
礎
基
稲栽

培
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク

水稲用除草剤の効果を発揮
させるために大切なこと

③除草剤散布後は
７日間入水、落水をしない

薬剤の成分を水田にとどめておくことで、安定
した効果を得ることができます。
また、河川などに除草剤の成分が流れ込むこと
を防ぐ目的もあります。

①雑草の葉齢に気をつけ、
散布適期を逃さない

除草剤は防除適期の葉齢を逃してしまうと効果
が低下します。
雑草の葉齢には十分注意しましょう。

②散布時の水深は３～５㎝を保つ
（ジャンボ剤は５㎝以上）

十分な湛水状態にすることで、有効成分が均一
に拡散し、効果が高まります。

地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
消

費
者
を
裏
切
ら
な
い
良
食
味
で
高
品
質

な
生
産
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
品
質
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ

な
い
よ
う
に
水
管
理
な
ど
の
技
術
力
向

上
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
品
質
や

食
味
の
向
上
と
安
定
し
た
収
量
の
確
保

に
向
け
て
、
今
回
は
基
本
的
な
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

青
森
県
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米
「
青
天

の
霹
靂
」。
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

４
年
連
続
最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」
を
獲

得
し
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
い
て
も
作
付

け
３
年
目
を
迎
え
た
。

最
近
は
、
全
国
的
に
新
品
種
が
次
々

と
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
特

Ａ
」
米
の
産
地
も
増
え
て
お
り
、
産
地

間
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
産
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場
合
は
、
除
草
剤
の
処
理
層
が
壊
れ
な

い
よ
う
静
か
に
水
を
足
す
な
ど
し
て
改

善
す
る
。
ど
う
し
て
も
水
が
抜
け
る
水

田
に
つ
い
て
は
、
畦
塗
り
の
実
施
な
ど

を
行
い
、
減
水
軽
減
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

水
管
理
に
つ
い
て

適
正
な
水
管
理
で
生
育
促
進
を
図
る

活
着
期
後
は
、
分
げ
つ
期
に
入
る
こ

と
か
ら
水
深
を
３
㎝
程
度
と
し
、
分
げ

つ
発
生
を
促
進
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
寒

い
日
は
水
深
を
５
〜
６
㎝
程
度
と
し
て

保
温
に
努
め
、
早
期
に
茎
数
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
茎
数
が
確
保
で
き

た
ら
中
干
し
を
行
う
。（
中
干
し
参
照
）

登
熟
期
は
水
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な

い
時
期
で
あ
り
、
根
の
機
能
を
低
下
さ

せ
な
い
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
水
管
理

が
必
要
で
あ
る
。
高
温
で
推
移
す
る
場

合
に
は
２
〜
３
㎝
の
浅
水
と
し
、
時
々

水
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
根
の
老
化
防

止
に
努
め
る
。
低
温
時
は
10
㎝
程
度
の

深
水
で
管
理
し
、
登
熟
の
促
進
に
努
め

る
。
落
水
は
コ
ン
バ
イ
ン
作
業
を
考
慮

し
、
水
田
に
合
っ
た
時
期
に
行
う
。
落

水
が
早
す
ぎ
る
と
肥
大
が
抑
え
ら
れ
、

屑
米
の
増
加
や
胴
割
米
の
発
生
な
ど
品

質
低
下
に
繋
が
る
の
で
注
意
し
よ
う
。

中
干
し
に
つ
い
て

根
に
酸
素
を
供
給
し
て
活
力
を
高
め
る

１
株
茎
数
が
18
本
程
度
確
保
で
き
た

ら
中
干
し
を
行
う
。
目
的
は
、
窒
素
の

過
剰
発
現
抑
制
や
無
効
分
げ
つ
の
抑
制
、

土
壌
中
へ
の
酸
素
の
供
給
、
秋
作
業
を

容
易
に
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中

干
し
は
田
面
に
軽
く
亀
裂
が
入
る
程
度

と
し
、
実
施
時
期
の
目
安
は
７
月
上
旬

か
ら
７
月
中
旬
頃
だ
が
、
こ
の
時
期
に

低
温
で
あ
っ
た
り
、
生
育
が
遅
れ
て
い

て
穂
数
が
足
り
な
い
場
合
は
、
障
害
不

稔
や
生
育
遅
延
を
助
長
す
る
原
因
と
な

る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

幼
穂
形
成
期
ま
で
に
は
必
ず
終
了
す
る
。

幼
穂
形
成
期
か
ら
は
十
分
な
水
量
が

必
要
な
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
10
㎝

程
度
で
10
日
間
深
水
に
し
て
低
温
か
ら

幼
穂
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幼

穂
形
成
期
を
終
え
る
と
穂
ば
ら
み
期
に

入
り
、
平
均
気
温
が
20
℃
以
下
と
な
る

場
合
に
は
15
㎝
以
上
の
深
水
で
管
理
し
、

幼
穂
の
保
温
に
努
め
る
。
高
温
時
に
は

４
㎝
程
度
の
水
深
と
し
、
高
温
が
続
く

場
合
に
は
、
時
々
水
の
入
れ
替
え
を
行
っ

て
根
の
老
化
防
止
に
取
り
組
む
。

出
穂
後
10
日
間
は
最
も
水
を
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
５
〜
６
㎝
の
水
管
理
を

行
う
。
平
均
気
温
が
20
℃
以
下
の
低
温

が
続
く
場
合
に
は
、
10
㎝
程
度
の
深
水

と
し
、
開
花
・
受
精
の
促
進
に
努
め
る
。

中干しの程度目安

中干しのやり過ぎ（ひび割れ大）
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